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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文の目的は，古い歴史をもつ数学の二つの分野，フーリエ解析と解析的整数論，とくに多変数

フーリエ級数の収束問題と整数論における格子点問題との問に存在する密接な関連性について論じ，

いくつかの新しい結果と既知の諸結果の改良を得ることである。

　関数空問L”（T”）の元fのフーリエ級数S〔f〕のBoc㎞er－Riesz総和可能性を考察するとき，

S〔f〕の　BochneトRiesz平均の積分表示に現われる核の形を見ると，それは多次元の空間におけ

る球あるいは楕円体に含まれる格子点についての和であり，これにより，多次元球あるいは多次元楕

円体に含まれる格子点の個数に関するある種の自然な重みを許す「格子点問題」との関連が自ら明か

となる。

　著者は，先ず，フ㌧リエ級数S〔f〕のBoc㎞er－Riesz平均の収東に関する2つの問題，即ち，そ

のノルム収束および概収東の問題を定式化し，ノルム収束に関するC．Feffer臓anの問題（ユ974）に対

してこれを否定的に解決し，更に概収束に関するE．M．Steiηの定理（ユ958）を補完する結果を得た。

ここでは，与えられた半径をもつ超球内の格子点の個数に対する下からの評価を与えるC．L．Siege1

（ユ935）らによる古典的な結果が重要な役割を果たしている。著者はまた，フーリエ級数S〔f〕の

Boc㎞er－R1eszの強総和可能性に関するSteinの定理（1958）に対して，もしSteinの条件が満たされ

ないならば，その結果は成立しないことを，定量的かつ具体的に示している。

　これらの議論において，著者は，Epsteinゼータ関数あるいは基本指数関数を係数にもつ一般化さ

れたEpste1違ゼータ関数の取扱いが重要な意味をもつことを指摘し，B．Novゑkの定理（1970）の自然

な形の拡張を得た。これらは，多変数フーリエ解析の整数論への応用と見傲されるものである。

一496一



　n変数の特殊三角級数Σ。l　m　l一σe（㎜X）は，フーリエ級数の総和法の研究において重要な意味

をもつものである。n＝1ならば，この級数は2Σ孤㎜■σcos（2π㎜x）に等しく，O＜σ＜1の場合にそ

の性質はとくに重要である。一般のp≧1に対してM．J．Kohn（1968）は上の特殊三角級数に対して，

n－1＜σ＜nのときに成立する一つの評価式を与えたが，著者は，n≧4ならば，全く同一の結果がΩ

一2＜σ＜nのときに成立すること，および条件n－2＜σ＜nは最良であることを示した。

　一般の超楕円体に関する格子点問題について著者が得た主要な緒果は次のものである。Q＝Q（u1．．．，

u、）（n≧4）を正定値の2次形式としMj＞O，bj（ユ≦j≦n）を与えられた実数とする。実数の組α

＝（α玉，．．．，α、）に対して

　　　A（x；α）＝Σme（Σj（㎜jMj＋bj）αj）

とおく。ここに和Σmは

　　　Q（叫Mヨ十b，．．．，㎜。M。十b、）≦x

を満たす整数の組m＝（ml，＿，㎜、）の上に亘る・B－Nov敏（1967／68）は，Qの係数，Mj，bjがす

べて整数のとき，殆どすべてのαに対してA（x；α）＝O（x邊／4（1ogx3n）であることを示しているが，

著者は，より一般に，Qの係数，Mlj，bjは任意の実数としてよく，しかも殆どすべてのαと任意のε

＞Oに対してA（x；α）iO（xn／4（1ogx）3／2＋ε）

が成立つことを証明した。

　更に著者は，基本指数関数を重みにもつ，超球内の格子点に関する和と積分との差に対するK．1．

Babenkoの評価（1978）を一様化し，そこにおけるBabenkoの冗句「殆どすべてのxについて」を極

めて決定的な「すべてのXについて」によって置き換え，証明することに成功した。

審　　査　　の　　要　　旨

　多変数フーリエ級数の収束問題と一般化された格子点問題のかかわりの研究において得られた著者

の結果は，すべて深くかつ美しい。

　フーリエ級数S〔f〕の強総和可能性に関するSteiB定理の補完，および一般化されたEpstei員ゼー

タ関数の各点評価に関するKo㎞の定理の成立条件の精密化は重要な意味を有する。また，一般の超

楕円体に関する格子点問題における著者の結果は，その一般性と精密さに拘らず，証明の基本的な着

想の簡明・単純なることにおいて，内外の多くの専門家の注目を集めているところである。

　また，Babe赦oの定理において，その成立のための例外集合が，結局，零集合ではなく空集合であ

ること，を証明することに成功したことは，整数論的方法の卓越性を示したものであって，従来の単

なる実解析的方法では決して到達することのできなかった一つの頂点であった。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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